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２～４面★一般質問
　　５面★議案審議結果一覧表
６～７面★委員会の審査から
　　　　★令和３年度決算審査について　★委員会提出議案
　　８面★可決した主な議案の内容　★本会議の質疑から
　　　　★意見書（要旨）★議員提出議案第２２号
　　　　★委員会の行政視察
　　　　★令和３年度政務活動費の収支報告について
　　　　★９月定例会の日程

主
な
内
容

　本定例会は、８月２９日から９月３０日
までの３３日間にわたり開催され、議案
５３件を審議しました。
　審議の結果、市長提出議案は４１件を
可決、承認、認定、同意しました。
　委員会提出議案は１件を可決、議員
提出議案は２件を可決、９件を否決し
ました。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
９
月
補
正
予
算
額
は
１
７
２

億
８
８
７
４
万
３
千
円
と
な
り
ま

す
。

　
一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

の
主
な
も
の
は
、
地
方
交
付
税
…

１９
億
９
２
９
８
万
６
千
円
、
国
庫

支
出
金
（
第
３
号
及
び
第
４
号
合

算
）
…
３２
億
９
８
３
５
万
５
千
円
、

都
支
出
金
（
第
３
号
及
び
第
４
号

合
算
）
…
７
億
４
６
６
万
８
千
円
、

繰
入
金
（
第
３
号
及
び
第
４
号
合

算
）
…
３０
億
８
３
２
万
７
千
円
、

繰
越
金
…
７１
億
４
０
４
３
万
６
千

円
、
諸
収
入
…
４
９
７
万
千
円
、

市
債
…
△
１３
億
５
６
０
０
万
円
で

す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。総

　
務
　
費

　

人
事
管
理
費
の
人
事
管
理
事
務

費
…
５
億
７
８
２
７
万
千
円
、
財

政
管
理
費
の
財
政
事
務
費
…
４０
億

９
８
７
７
万
９
千
円
。
（
第
３
号

及
び
第
４
号
合
算
）

民
　
生
　
費

　

障
が
い
者
福
祉
費
の
障
が
い
福

祉
事
務
費
…
６
億
４
０
２
１
万
２

千
円
、
児
童
福
祉
総
務
費
の
児
童

福
祉
事
務
費
…
２
億
３
１
６
９
万

６
千
円
、
保
育
・
幼
稚
園
費
の
保

育
・
幼
稚
園
事
務
費
…
４
億
１
２

４
万
４
千
円
、
生
活
援
護
費
の
生

活
援
護
費
…
５
億
７
３
７
０
万
３

千
円
。

衛
　
生
　
費

　

保
健
予
防
費
の
予
防
接
種
費
…

６０
億
５
５
２
万
８
千
円
。
（
第
３

号
及
び
第
４
号
合
算
）

商
　
工
　
費

　

商
工
業
振
興
費
の
商
工
業
振
興

対
策
費
…
７
億
１
９
２
８
万
６
千

円
。

教
　
育
　
費

　

教
育
総
務
費
の
小
学
校
管
理
運

営
費
…
１
億
１
７
３
３
万
５
千
円
。

令
和
４
年
度

９
月
補
正
予
算

の
あ
ら
ま
し

令和４年度（２０２２年度）９月補正　会計別予算構成表

９
月
補
正
予
算
を

９
月
補
正
予
算
を
可
決
可
決

令
和
３
年
度
決
算
を

令
和
３
年
度
決
算
を
認
定
認
定

（単位：千円）
区　　分 補正前の額 補正額 計構成比（％） 構成比（％）

一 般 会 計 １６２，３６６，６５７ ５５．４ １４，７９４，８８１ 
（第３・４号合算） １７７，１６１，５３８ ５７．１

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 
事 業 会 計 ４２，７６７，６２６ １４．６ １，１４３，０４３ 

（第１・２号合算） ４３，９１０，６６９ １４．２
介 護 保 険 
事 業 会 計 ３７，７９１，４３１ １２．９ １，３１３，６６１ ３９，１０５，０９２ １２．６
後 期 高 齢 者 医 療 
事 業 会 計 １２，７９４，８０９ ４．４ １３４，０１６ １２，９２８，８２５ ４．２
鶴川駅南土地区画 
整 理 事 業 会 計 １４２，７０９ ０．０ ３，７０３ １４６，４１２ ０．０
下 水 道 事 業 会 計 １９，５５７，１３８ ６．７ △１００，５６１ １９，４５６，５７７ ６．３

収 益 的 １２，１１４，０５３ ４．１ ５９，０３９ １２，１７３，０９２ ３．９
資 本 的 ７，４４３，０８５ ２．６ △１５９，６００ ７，２８３，４８５ ２．４

病 院 事 業 会 計 １７，４７６，９８６ ６．０ ０ １７，４７６，９８６ ５．６
収 益 的 １５，７０１，０１６ ５．４ ０ １５，７０１，０１６ ５．０
資 本 的 １，７７５，９７０ ０．６ ０ １，７７５，９７０ ０．６

小 計 １３０，５３０，６９９ ４４．６ ２，４９３，８６２ １３３，０２４，５６１ ４２．９
合　　計 ２９２，８９７，３５６ １００．０ １７，２８８，７４３ ３１０，１８６，０９９ １００．０

◎12月定例会のお知らせ（予定）

月 日 内容

１１ ３０㊌ 本会議（提案理由説明）
議会運営委員会

１２

１㊍ 議案説明会
全員協議会

５㊊ 本会議（一般質問）
議会運営委員会

６㊋

本会議（一般質問）
７㊌
８㊍
９㊎

１２㊊ 本会議（質疑）
議会運営委員会

１３㊋ 常任委員会
（文教社会・建設）

１４㊌ 常任委員会
（総務・健康福祉）

１５㊍ 常任委員会予備日

２３㊎ 本会議（表決）
議会運営委員会

日程は変更になる場合があります。
請願・陳情の受付締切は、
１１月３０日（水）午後５時です。
※受付締切日にご注意ください。

　請願書の紹介のご相談など、
議員へのご面会を希望される場
合は、可能な限り少人数での来
庁をお願いいたします。

新型コロナウイルス感染
症に関する対応について
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鶴
川
駅
周
辺
整
備�

野
津
田
公
園
整
備

　

加
藤
真
彦
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

中
低
層
住
宅
地
区
の
地
区

整
備
計
画
と
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
地
区
施

設
と
し
て
幅
員
６
メ
ー
ト
ル
の
道

路
を
４
路
線
定
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
道
路
の
拡
幅
整
備
に
協
力
い

た
だ
け
る
場
合
、
現
在
の
建
蔽
率

４０
％
、
容
積
率
８０
％
か
ら
、
建
蔽

率
５０
％
、
容
積
率
１
０
０
％
と
す

る
な
ど
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま

す
。
拡
幅
整
備
の
工
事
は
、
２７
年

度
か
ら
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
問　

「
冒
険
の
森
」
、
「
わ
ん

ぱ
く
広
場
」
、
「
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
」
等
の
今
後
の
整
備
予
定
に
つ

い
て
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
２３
年
度

に
基
本
設
計
、
２４
年
度
に
実
施
設

計
、
２５
年
度
に
整
備
工
事
に
着
手

し
、
２７
年
度
に
は
完
成
予
定
で
す
。

　
問　

入
札
中
止
時
の
説
明
を
明

確
に
。

　
財
務
部
長
　
な
ぜ
中
止
に
な
っ

た
の
か
よ
く
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
改
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
和
人
権
を
尊
重�

す
る
町
田
を
創
る

　
今
村
る
か（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
避

難
さ
れ
た
方
は
何
人
で
、
必
要
な

支
援
は
で
き
て
い
る
か
伺
う
。

　
政
策
経
営
部
長
　
現
在
は
３
名

で
す
。
う
ち
２
名
の
方
は
、
聞
き

取
り
が
で
き
て
お
り
、
各
部
門
で

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
ま
す
。

も
う
１
名
の
方
は
、
直
接
聞
き
取

り
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
身
近

に
支
援
者
が
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
て
い
ま
す
。
国
や
都
か
ら
の
支

援
に
関
す
る
情
報
は
、
関
係
部
署

と
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
コ
ロ

ナ
禍
の
現
状
な
ど
、
小
中
学
校
で

児
童
生
徒
が
世
界
や
日
本
で
起
き

て
い
る
時
事
問
題
に
も
関
心
を
持

ち
考
え
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

学
校
で
の
取
組
を
伺
う
。

　
指
導
室
長
　
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
取
組
を

通
じ
て
、
新
聞
記
事
の
中
か
ら
、

興
味
や
関
心
を
持
っ
た
記
事
を
選

び
、
感
想
を
書
く
な
ど
、
時
事
問

題
に
触
れ
る
工
夫
を
行
っ
て
い
る

学
校
も
あ
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進�

／

官

民

連

携

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ�

プ
制
度
導
入
他

Ｄ
Ｘ
の
個
人
情
報�

の
保
護
に
つ
い
て

　
木
目
田
英
男（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

町
田
市
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
、
今
後
の

町
田
市
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の

取
組
に
つ
い
て
問
う
。

　
榎
本
副
市
長
　
委
員
会
の
意
見

や
国
の
重
点
計
画
を
踏
ま
え
、
１０

月
に
町
田
市
デ
ジ
タ
ル
化
総
合
戦

略
２
０
２
２
へ
の
改
定
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
徹
底
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
利
便
性
向
上
と
市
役
所
の

生
産
性
向
上
を
図
り
、
新
た
な
価

　

松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問　
「
第
５
次
町
田
市
男
女
平

等
推
進
計
画
」
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
の
導
入
が
位
置
づ
け
ら

れ
た
。
目
的
と
意
義
は
。

　
市
長
　
市
民
の
皆
様
、
事
業
者

の
皆
様
な
ど
と
共
に
、
全
市
を
挙

げ
た
取
組
と
す
る
た
め
、
性
の
多

様
性
を
尊
重
す
る
社
会
を
目
指
す

（
仮
称
）
性
の
多
様
性
尊
重
条
例

の
制
定
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問　

手
話
講
習
会
初
級
ク
ラ
ス

の
夜
の
部
の
存
続
を
求
め
る
。

　

細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
む
が
、
個
人
情
報
の
保
護
に
つ

い
て
見
解
を
問
う
。

　
総
務
部
長
　
個
人
情
報
保
護
法

改
正
で
、
町
田
市
も
も
ち
ろ
ん
全

国
的
に
標
準
化
さ
れ
た
一
律
の
レ

ベ
ル
で
個
人
情
報
が
よ
り
適
正
に

保
護
さ
れ
る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
問　

学
校
統
廃
合
に
よ
り
並
置

す
る
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
統
廃
合
す

値
を
創
出
す
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

ー
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

新
た
な
学
校
づ
く
り
に
向

け
て
、
建
物
面
で
の
方
向
性
は
。

　
教
育
長
　
既
存
の
小
中
学
校
が

現
在
抱
え
て
い
る
課
題
を
解
消
し
、

多
様
な
学
習
形
態
に
対
応
で
き
る

施
設
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

骨
太
の
方
針
２
０
２
２
を

受
け
て
、
官
民
連
携
の
方
向
性
は
。

　
政
策
経
営
部
長
　
連
携
協
定
締

結
を
は
じ
め
、
様
々
な
形
で
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
２２
年
８
月
に

手
話
講
習
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
討

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
検
討

結
果
を
踏
ま
え
て
手
話
講
習
会
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
な
ど
複
合
的

な
課
題
を
抱
え
た
方
に
つ
い
て
、

制
度
運
用
の
見
直
し
も
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
包
括
的
相
談

支
援
検
討
委
員
会
、
ま
た
作
業
部

会
を
２２
年
４
月
に
立
ち
上
げ
、
今

後
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

る
学
校
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
は
、

学
校
施
設
内
に
設
置
で
き
る
よ
う

検
討
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
き
な
影
響
は
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
問　

都
内
ト
ッ
プ
の
保
育
所
待

機
児
童
の
解
消
の
見
通
し
を
問
う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
第
二
期
町

田
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
中
間
見
直
し
を
進
め
て
お

り
、
２３
年
度
以
降
の
ニ
ー
ズ
量
の

見
込
み
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
施

設
整
備
の
必
要
性
を
検
討
し
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー�

支
援
に
つ
い
て
！

　

三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問　

子
ど
も
が
家
族
の
ケ
ア
を

担
っ
て
い
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ

の
町
田
市
の
取
組
を
問
う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
町
田
市
地

域
ホ
ッ
と
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
関

係
部
署
７
課
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

へ
の
適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
の

連
携
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
問　

町
田
市
立
図
書
館
の
活
性

化
に
伴
い
、
１０
月
に
導
入
予
定
の

電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
と
対

応
状
況
を
問
う
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
急
速
に
進
ん

だ
暮
ら
し
の
変
化
や
デ
ジ
タ
ル
化

に
対
応
す
る
た
め
導
入
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向
け
、
シ
ス
テ

ム
構
築
や
貸
し
出
し
す
る
電
子
書

籍
の
選
定
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
た
鶴
川
駅
前
図
書
館
は
、
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
開
館
時
間
や

開
館
日
を
拡
大
し
、
今
ま
で
以
上

に
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

忠
生
地
区
ま
ち
づ�

く
り
に
つ
い
て

　
若
林
章
喜（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

こ
れ
か
ら
の
忠
生
地
区
の

発
展
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
市
長
　
町
田
市
忠
生
地
区
ご
み

の
資
源
化
施
設
周
辺
地
域
整
備
推

進
検
討
委
員
会
の
場
で
意
見
交
換

を
行
い
、
全
庁
の
部
署
間
で
連
携

し
、
ま
す
ま
す
魅
力
の
あ
る
活
気

に
満
ち
た
地
区
に
な
る
よ
う
進
め

て
ま
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
問　

現
在
町
田
市
は
６
市
町
村

と
の
交
流
が
あ
る
が
コ
ロ
ナ
禍
で

途
絶
え
て
い
る
。
今
後
の
都
市
間

交
流
の
方
向
性
を
問
う
。

　
政
策
経
営
部
長
　
状
況
を
注
視

し
つ
つ
、
感
染
拡
大
防
止
の
取
組

を
行
い
な
が
ら
、
今
ま
で
と
同
じ

よ
う
な
交
流
を
再
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

遠
藤
周
作
生
誕
１
０
０
年

に
向
け
て
、
市
民
協
働
で
盛
り
上

げ
て
い
く
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
現
在
、
音
楽

座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
協
働
で
文
学

館
に
お
い
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

オ
リ
パ
ラ
レ
ガ
シ�

ー
共
生
社
会
実
現

　
藤
田
　
学
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
レ
ガ
シ
ー
を
継
承
し
、
共
生
社

会
の
実
現
を
。

　
赤
塚
副
市
長
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

憲
章
の
基
本
原
則
で
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
を
文
化
や
教
育
と
融
合
さ
せ
、

よ
り
よ
い
生
き
方
を
創
造
す
る
こ

と
と
、
共
生
社
会
を
育
む
契
機
と

な
る
大
会
と
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

競
技
大
会
終
了
後
に
お
い
て
も
様

々
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問　

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
へ

の
地
域
の
保
健
師
へ
の
相
談
や
継

続
的
な
支
援
体
制
を
求
め
る
。

　
保
健
総
務
課
長
　
地
域
の
身
近

な
窓
口
と
し
て
気
軽
に
相
談
を
受

け
支
援
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
丁

寧
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

最
終
処
分
場
跡
地
と
旧
埋

立
地
を
活
用
し
た
総
合
的
な
ス
ポ

ー
ツ
公
園
の
時
間
軸
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
峠
谷
地
区
及
び

旧
埋
立
地
の
公
園
整
備
は
、
３２
年

度
の
開
園
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

中
核
市
市
長
会
の�

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
は

　

吉
田
つ
と
む
（
無
所
属)

　
問　

町
田
市
は
新
た
に
中
核
市

市
長
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
参
加

し
た
と
聞
き
歓
迎
し
て
い
る
。
中

核
市
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
市
民

に
詳
し
く
伝
え
る
べ
き
で
は
。

　
政
策
経
営
部
長
　
こ
れ
ま
で
も

自
治
体
間
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
を

人
口
規
模
が
同
規
模
の
近
隣
市
と

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
も
広
報
は
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
の
で
、
同
様
に
中
核
市

ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
も

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

夏
の
甲
子
園
で
二
度
も
優

勝
し
た
こ
と
を
始
め
、
何
度
も
甲

子
園
出
場
を
果
た
し
て
き
た
日
大

三
高
の
小
倉
監
督
に
対
し
て
、
特

別
表
彰
な
ど
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
政
策
経
営
部
長
　
表
彰
の
内
容

に
よ
っ
て
は
議
会
の
同
意
が
必
要

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、

現
段
階
で
そ
う
い
っ
た
表
彰
が
可

能
か
否
か
と
い
う
回
答
は
で
き
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

遠藤周作　自宅にて　1970年
出典：町田市ホームページより

一般質問
　９月１日、２日、５日から７日の５日間
にわたり、３１名の議員が市政を取り巻く諸
問題について、意見・提案を交えながら、
市長などの考えをただしました。質問、答
弁の要旨は次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。

　各議員のタイトル下から
一般質問の録画映像にアク
セスできます。
※�動画の再生には別途通信料
がかかる場合があります。
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オ
ン
ラ
イ
ン
化
が 

進
む
町
田
市
へ

　

中
川
幸
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
行

政
手
続
に
つ
い
て
、
現
在
、
ど
の

よ
う
な
状
況
な
の
か
。

　
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
部
長
　
職

員
採
用
試
験
の
応
募
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
９
月
１
日
か
ら
は
、

住
民
票
等
１１
種
類
の
証
明
書
に
つ

い
て
、
申
請
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
の
対
応
は
。

　
保
健
所
担
当
部
長
　
高
齢
者
な

ど
の
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
方
を
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
迅
速
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
早
期
に
電
話
連
絡

を
行
い
、
療
養
先
を
調
整
し
て
い

ま
す
。
自
宅
療
養
と
な
っ
て
い
る

方
に
も
、
毎
日
電
話
連
絡
等
に
よ

る
健
康
観
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

町
田
パ
リ
オ
で
行
っ
た
予

約
な
し
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施

結
果
と
周
知
方
法
は
。

　
臨
時
接
種
担
当
部
長
　
２
８
７

名
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

周
知
は
、
若
年
層
の
利
用
率
が
高

い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
ま
し
た
。

子
供
に
優
し
い
町 

／
相
原
地
域
交
通

市
が
取
り
組
む
景 

観
施
策
に
つ
い
て

　

小
野
寺
ま
な
ぶ
（
公
明
党
）

　
問　
（
仮
称
）
子
ど
も
に
や
さ

し
い
ま
ち
条
例
の
目
的
・
展
開
は
。

　
市
長
　
目
的
は
子
ど
も
の
権
利

に
関
す
る
理
念
を
広
く
浸
透
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
を
目
指
す
と
同
時

に
、
ユ
ニ
セ
フ
の
子
ど
も
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
（
Ｃ
Ｆ
Ｃ

Ｉ
）
の
理
念
を
踏
ま
え
て
、
子
ど

も
の
目
線
に
立
っ
て
、
子
ど
も
の

置
か
れ
て
い
る
立
場
を
理
解
し
て

施
策
を
展
開
す
る
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま

　

石
川
好
忠
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

景
観
施
策
の
現
状
・
課
題

は
。

　
赤
塚
副
市
長
　
地
域
特
性
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
景
観
誘
導
を
図

る
た
め
、
２２
年
３
月
に
町
田
市
景

観
審
議
会
へ
諮
問
し
、
現
在
、
部

会
を
設
置
し
て
調
査
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問　

町
田
市
立
小
中
学
校
に
整

備
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

整
備
状
況
・
運
用
上
の
課
題
は
。

  

学
校
教
育
部
長
　
整
備
し
た
端

ち
を
実
現
、
推
進
す
る
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
。
条
例
制
定
後
は
Ｃ
Ｆ

Ｃ
Ｉ
や
条
例
理
念
を
基
に
様
々
な

施
策
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
立
場

に
立
っ
て
見
直
し
を
行
っ
て
、
施

策
に
反
映
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
問　

相
原
駅
～
大
戸
間
の
ノ
ン

ス
テ
ッ
プ
バ
ス
運
行
状
況
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
路
線
バ
ス

を
管
轄
し
て
い
る
神
奈
川
中
央
交

通
津
久
井
営
業
所
保
有
台
数
は
現

在
２３
台
で
す
。
１５
年
１２
月
時
点
と

比
較
し
て
１１
台
増
加
し
て
い
ま
す
。

末
が
１７
年
度
か
ら
２０
年
度
ま
で
で
、

３
万
４
２
４
２
台
と
な
っ
て
い
ま

す
。
課
題
は
主
に
端
末
の
破
損
や

故
障
及
び
今
後
迎
え
る
端
末
の
更

改
へ
の
対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

町
田
市
町
田
駅
周
辺
公
共

施
設
再
編
構
想
の
検
討
状
況
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
教
育
セ
ン
タ
ー

の
複
合
化
は
、
２２
年
度
中
の
整
備

基
本
計
画
策
定
を
目
指
し
て
お
り
、

ま
た
２
つ
の
保
健
施
設
の
集
約
は
、

２４
年
度
の
整
備
基
本
計
画
策
定
に

向
け
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
田
の
緑
を
守
る 

ナ
ラ
枯
れ
対
策
を

　

お
ぜ
き
重
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

ナ
ラ
枯
れ
に
対
し
、
害
虫

捕
獲
、
枯
れ
木
の
処
理
、
予
防
、

伐
採
等
、
市
域
全
体
で
の
総
合
的

な
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
都
に
被

害
状
況
の
分
析
と
共
有
を
行
う
と

と
も
に
、
技
術
支
援
及
び
財
政
支

援
を
講
じ
る
よ
う
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
国
や
都
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
ナ
ラ
枯
れ
対
策
に
つ

き
ま
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

民
間
の
土
地
に
つ
い
て
、

ナ
ラ
枯
れ
し
た
樹
木
の
伐
採
費
用

等
の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
国
や
都

の
動
向
を
見
な
が
ら
補
助
制
度
に

つ
き
ま
し
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

猛
毒
キ
ノ
コ
で
あ
る
カ
エ

ン
タ
ケ
の
市
内
公
園
等
に
お
け
る

発
生
状
況
と
そ
の
管
理
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
相
原
中

央
公
園
、
野
津
田
公
園
、
三
輪
緑

地
、
芹
ヶ
谷
公
園
で
確
認
し
て
い

ま
す
。
発
見
次
第
、
除
去
し
、
袋

に
入
れ
て
処
分
し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社 

会
実
現
に
向
け
て

　

村
ま
つ
俊
孝
（
公
明
党
）

　
問　

計
画
的
に
ベ
ン
チ
の
増
設

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
ウ
ォ
ー

カ
ブ
ル
な
ま
ち
を
目
指
し
て
お
り
、

町
な
か
の
ベ
ン
チ
は
重
要
な
役
割

を
果
た
す
要
素
と
考
え
て
い
ま
す
。

他
市
事
例
も
参
考
に
、
市
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
研
究
し
ま
す
。

　
問　

公
的
賃
貸
住
宅
の
高
齢
化

の
課
題
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
地
域
活
動

の
担
い
手
不
足
や
地
域
の
つ
な
が

り
が
希
薄
化
し
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
見
守
り
支
援
や
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
へ
の
橋
渡
し
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問　

重
度
障
が
い
者
等
就
労
支

援
特
別
事
業
に
つ
い
て
、
町
田
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
雇
用
機
会
を

増
や
す
効
果
的
な
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
市
内
障
が
い
者
団
体

か
ら
意
見
聴
取
を
行
う
と
と
も
に
、

先
行
自
治
体
を
調
査
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

慎
重
な
パ
ー
ト
ナ 

ー
シ
ッ
プ
制
度
を

　
渡
辺
厳
太
郎（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

多
様
性
・
理
解
促
進
に
と

ら
わ
れ
、
盲
目
的
に
は
や
り
の
制

度
の
導
入
を
急
ぐ
の
で
は
な
く
、

市
で
き
ち
ん
と
調
査
を
し
、
当
事

者
一
人
一
人
の
困
り
ご
と
に
目
を

向
け
る
こ
と
こ
そ
が
本
当
の
課
題

解
決
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
本

制
度
は
、
困
り
事
を
抱
え
て
い
る

当
事
者
の
方
に
寄
り
添
う
制
度
で

あ
る
と
と
も
に
、
多
様
性
を
尊
重

す
る
意
識
の
浸
透
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
既
存
制
度
へ
の
影
響
が
な

い
か
な
ど
も
検
討
し
、
一
人
一
人

の
人
権
が
守
ら
れ
る
よ
う
、
性
の

多
様
性
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
問　

公
園
管
理
に
お
い
て
樹
木

伐
採
の
際
に
は
看
板
等
で
事
前
に

告
知
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
安
全
確

保
の
た
め
、
早
急
に
伐
採
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
可
能
な

範
囲
で
事
前
に
告
知
す
る
こ
と
を

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

公
衆
浴
場
の
有
用 

性
・
町
田
産
土
偶

　

お
く
栄
一
（
公
明
党
）

　
問　

日
常
生
活
密
着
型
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
公
衆
浴
場

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
日
常
生
活
に

お
い
て
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
施

設
で
あ
る
と
と
も
に
、
健
康
増
進

に
関
し
重
要
な
役
割
を
担
う
施
設

で
す
。
ま
た
、
住
民
同
士
の
交
流

の
場
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
施
設
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

国
内
で
の
出
土
が
２
例
と

聞
く
中
空
土
偶
（
通
称
ま
っ
く

う
）
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
す
る
試
み
を
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
考
古
資
料
室

の
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
機
会
に

「
ま
っ
く
う
」
の
立
体
オ
ブ
ジ
ェ

を
新
た
に
制
作
し
、
展
示
や
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
で
活
用
す
る
こ
と
な
ど

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

避
難
施
設
・
小
中
学
校
体

育
館
の
面
積
に
応
じ
、
屋
内
型
避

難
用
の
テ
ン
ト
の
追
加
配
備
を
。

　
防
災
安
全
部
長
　
現
在
、
保
管

場
所
等
の
工
夫
を
し
な
が
ら
追
加

配
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

学
校
と
家
庭
が
つ 

な
が
る
デ
ジ
タ
ル

　
秋
田
し
づ
か（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

小
中
学
校
の
欠
席
連
絡
デ

ジ
タ
ル
化
の
実
施
状
況
・
予
定
に

つ
い
て
問
う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
グ
ー
グ
ル
社

が
提
供
し
て
い
る
ア
プ
リ
を
利
用

し
た
欠
席
連
絡
が
あ
り
ま
す
。
実

際
に
運
用
を
行
っ
て
い
る
小
中
学

校
は
、
小
学
校
２６
校
、
中
学
校
２

校
で
す
。
市
に
お
け
る
学
校
と
保

護
者
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、

す
ぐ
メ
ー
ル
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を

小
中
学
校
全
校
で
導
入
し
て
い
ま

す
。
シ
ス
テ
ム
更
改
に
合
わ
せ
、

双
方
で
の
や
り
取
り
が
可
能
と
な

る
機
能
を
付
加
し
た
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

学
校
か
ら
の
お
便
り
、
個

人
面
談
日
程
調
整
、
健
康
観
察
カ

ー
ド
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
の
デ

ジ
タ
ル
化
も
検
討
さ
れ
た
い
。

　
学
校
教
育
部
長
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
家
庭

の
対
応
な
ど
、
課
題
を
踏
ま
え
、

機
能
面
や
運
用
面
な
ど
を
勘
案
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

待
機
児
童
／
養
育 

家
庭
／
南
町
田
駅

　

お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問　

待
機
児
童
数
の
地
域
格
差

を
考
慮
し
た
対
策
が
急
務
で
、
柔

軟
な
既
存
園
活
用
も
必
要
だ
が
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
南
地
域
に

２２
年
に
小
規
模
保
育
所
１
園
を
開

所
し
、
２３
年
４
月
開
所
に
向
け
、

認
可
保
育
所
１
園
の
整
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
既
存
施
設

も
活
用
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

養
育
家
庭
制
度
の
さ
ら
な

る
周
知
や
啓
発
が
必
要
だ
が
。

　
榎
本
副
市
長
　
市
民
を
対
象
と

し
た
周
知
啓
発
活
動
と
し
て
、
市

民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
チ
ラ
シ
配
布
を
行
っ
て
い

ま
す
。
２２
年
度
は
、
市
職
員
に
制

度
の
理
解
向
上
を
図
る
た
め
、
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
問　

南
町
田
Ｇ
Ｐ
駅
周
辺
の
駐

輪
場
設
置
の
進
捗
状
況
は
。

　
道
路
部
長
　
ニ
ト
リ
南
町
田
店

前
市
有
地
に
関
す
る
協
議
状
況
で

す
が
、
公
益
財
団
法
人
自
転
車
駐

車
場
整
備
セ
ン
タ
ー
と
２３
年
４
月

利
用
開
始
で
合
意
し
て
い
ま
す
。

旧
統
一
協
会
問
題 

の
認
識
を
問
う

　

殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

霊
感
商
法
等
で
問
題
に
な

っ
て
い
る
旧
統
一
協
会
（
世
界
平

和
統
一
家
庭
連
合
）
に
つ
い
て
、

認
識
と
今
後
の
対
応
を
問
う
。

　
総
務
部
長
　
現
在
の
社
会
情
勢

を
鑑
み
、
国
や
他
自
治
体
の
動
向
、

行
政
と
し
て
の
公
平
性
の
観
点
等

を
踏
ま
え
、
慎
重
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問　

芹
ヶ
谷
公
園
の
〝
一
体
的

整
備
〟
計
画
に
市
民
の
理
解
が
得

ら
れ
た
と
認
識
す
る
か
。
課
題
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
市

民
の
方
々
に
丁
寧
に
説
明
を
行
う

と
と
も
に
、
ご
意
見
を
伺
っ
て
き

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
地
域
住
民

及
び
関
係
諸
団
体
な
ど
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

町
田
木
曽
住
宅
に
お
け
る

自
動
運
転
車
両
を
活
用
し
た
移
動

支
援
の
実
証
実
験
を
問
う
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
東
京
都
住

宅
供
給
公
社
か
ら
住
民
ニ
ー
ズ
等

の
情
報
提
供
を
受
け
、
今
後
の
支

援
に
つ
い
て
研
究
い
た
し
ま
す
。

「
第
７
波
」
に
お 

け
る
対
応
を
問
う

　

佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

新
型
コ
ロ
ナ
「
第
７
波
」

に
お
け
る
医
療
体
制
・
検
査
・
自

宅
療
養
な
ど
の
対
応
は
滞
り
な
く

行
わ
れ
た
の
か
。

　
保
健
所
担
当
部
長
　
症
状
が
重

い
方
を
優
先
し
、
都
と
連
携
し
て

入
院
先
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
院
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
場
合
、

医
師
会
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
連
携
し
必
要
な
医
療
処
置
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
問　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新

た
な
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
交
通

不
便
地
域
に
検
討
す
る
考
え
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
地
域
の
方

の
声
を
聞
き
な
が
ら
持
続
可
能
な

最
適
な
手
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
問　
「
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
住
民
に
ど
の
よ

う
な
周
知
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
防
災
フ
ェ
ア

な
ど
、
機
会
を
捉
え
て
常
々
危
険

性
の
周
知
、
あ
る
い
は
事
前
の
備

え
等
の
必
要
性
に
つ
い
て
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

町田で発見された中空土偶
通称：まっくう
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
来
年
度
か
ら
本
格
実
施
と

な
る
「
生
命(
い
の
ち)

の
安
全

教
育
」
の
充
実
を
求
め
る
。

　
指
導
室
長
　
国
で
モ
デ
ル
校
を

設
定
し
て
お
り
、
こ
れ
を
指
導
の

手
引
や
実
践
例
と
し
て
各
小
中
学

校
に
紹
介
を
す
る
こ
と
を
も
っ
て

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
問
　
包
括
的
性
教
育
の
必
要
性

に
つ
い
て
認
識
は
。

　
指
導
室
長
　
学
校
教
育
全
体
を

通
じ
て
、
発
達
段
階
を
踏
ま
え
て

指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
小
中
学
校
に
お
い
て
東
京

都
の
制
度
を
活
用
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
実
施
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
都
の
制
度
の

う
ち
、
教
育
活
動
継
続
の
た
め
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
修
学
旅
行
の
前

に
検
査
を
行
い
た
い
場
合
な
ど
の

一
定
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
と
考
え

て
お
り
、
各
学
校
の
実
情
に
応
じ

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に 

包
括
的
性
教
育
を

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　「
都
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
」
が
決
定
す
る
中
、
市

で
は
独
自
の
制
度
を
設
け
る
こ
と

を
決
断
し
た
。
独
自
制
度
を
ど
の

よ
う
な
理
念
で
導
入
す
る
の
か
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
全

て
の
人
が
多
様
な
性
を
認
め
合
い
、

個
人
の
尊
厳
が
重
ん
じ
ら
れ
、
性

自
認
及
び
性
的
指
向
に
よ
る
差
別

的
扱
い
や
暴
力
的
行
為
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
、
一
人
一
人
が
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を
目

指
す
こ
と
を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
市
の
制
度
を
充
実
さ
せ
る

た
め
子
や
親
も
含
め
た
フ
ァ
ミ
リ

ー
シ
ッ
プ
制
度
と
す
る
べ
き
で
は
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
近

隣
市
の
状
況
な
ど
も
勘
案
し
な
が

ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
禁
止
に
つ

い
て
も
規
則
を
定
め
る
べ
き
で
は
。

　

市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
（
仮

称
）
性
の
多
様
性
尊
重
条
例
の
ほ

か
、規
則
や
手
引
な
ど
を
想
定
し

て
お
り
、検
討
し
て
い
き
ま
す
。

各
地
で
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
も
同
様
の
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
22
年
度
に
街
路
樹
更

新
計
画
を
策
定
予
定
で
、
よ
り
適

切
な
管
理
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
適
正
配
置
を
行
う
と
学
童

保
育
施
設
の
狭
隘
化
等
が
解
消
さ

れ
る
と
聞
く
が
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
利
用
人
数

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
た
上
で
、

児
童
数
に
応
じ
た
適
切
な
育
成
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
狭
隘
化
を
解

消
し
て
い
き
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
町 

田
を
目
指
し
て
！

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
市
長
は
、
①
市
民
と
共
創

②
市
役
所
能
力
の
向
上
③
財
政
基

盤
の
確
立
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。

今
後
の
事
業
推
進
の
意
気
込
み
は
。

　
市
長
　
変
化
の
著
し
い
状
況
を

チ
ャ
ン
ス
と
受
け
止
め
て
、
多
く

の
方
々
に
選
ば
れ
続
け
る
町
と
な

る
よ
う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
問
　
大
蔵
町
・
住
吉
橋
近
く
未

了
造
成
地
は
、
住
民
に
大
き
な
不

安
を
与
え
て
い
る
。
早
期
解
決
を
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
今
後
も

開
発
工
事
が
完
了
す
る
よ
う
粘
り

強
く
働
き
か
け
ま
す
。
安
全
が
確

保
で
き
、
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
せ
り
が
や
会
館
が
26
年
に

閉
館
す
る
。
利
用
団
体
の
希
望
に

応
じ
移
転
先
を
紹
介
さ
れ
た
い
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
せ
り
が
や
会

館
利
用
団
体
関
係
課
庁
内
連
絡
会

に
て
、
ご
意
見
は
共
有
し
て
い
ま

す
。
利
用
団
体
の
ご
意
見
を
伺
い

丁
寧
に
調
整
を
し
て
い
き
ま
す
。

市
長
の
思
い
／
せ 

り
が
や
会
館
閉
館

　
白
川
哲
也
（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
　
時
間
外
労
働
を
年
５
０
０

時
間
以
上
さ
れ
て
い
る
方
が
毎
年

50
人
以
上
い
る
。
昨
年
・
一
昨
年

と
総
務
常
任
委
員
会
の
決
算
で
指

摘
し
た
が
、
ど
う
対
応
し
た
か
。

　
総
務
部
長
　
21
年
11
月
に
時
間

外
規
制
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
を

し
ま
し
て
、
そ
こ
で
は
職
員
個
人

の
健
康
被
害
防
止
に
加
え
て
、
時

間
外
勤
務
を
組
織
全
体
の
問
題
と

し
て
捉
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
問
　
時
間
外
勤
務
規
制
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
変
更
に
よ
る
効
果
は
。

　
総
務
部
長
　
時
間
外
勤
務
時
間

が
年
間
３
６
０
時
間
を
超
え
る
職

員
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
21
年

度
は
19
年
度
と
比
べ
て
約
20
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
は
、

月
45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
ま
で

の
原
則
を
守
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
民
間
企
業
と
同

様
に
労
働
基
準
法
の
時
間
外
勤
務

の
上
限
時
間
は
守
る
べ
き
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
職
員
の
時
間
外 

労
働
に
つ
い
て

　

矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）

　
問
　
い
じ
め
の
加
害
児
童
生
徒

に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
病
院
受

診
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
て
も
、

保
護
者
が
応
じ
ず
、
そ
の
対
応
が

で
き
な
い
ケ
ー
ス
は
あ
る
の
か
。

　
指
導
室
長
　
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

な
ケ
ー
ス
が
全
く
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
せ
ん
。

　
問
　
加
害
者
の
た
め
に
も
、
い

じ
め
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
た
め
に

も
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
や
児
童
相
談

　

山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）

　
問
　
紙
お
む
つ
購
入
補
助
利
用

者
の
基
準
額
超
過
状
況
の
調
査
を

求
め
る
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
超
過
者
の
数

な
ど
の
調
査
も
行
っ
て
、
利
用
状

況
の
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
問
　
飲
料
用
自
販
機
の
回
収
容

器
内
へ
の
異
物
混
入
を
削
減
す
る

た
め
の
取
組
と
し
て
で
き
る
こ
と

は
何
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
各
飲
料
メ
ー

カ
ー
に
異
物
混
入
の
状
況
な
ど
に

所
に
協
力
を
要
請
す
べ
き
で
は
。

　
指
導
室
長
　
今
後
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
保
護
者
に
具
体
的
な

助
言
を
す
る
と
い
う
支
援
を
継
続

し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
で
加
害
の

児
童
生
徒
が
必
要
な
ケ
ア
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
け
れ
ど

も
、
保
護
者
の
承
諾
が
な
い
場
合
、

強
制
的
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受

け
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
す
ぐ

に
児
童
相
談
所
と
か
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
ぐ
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
い
て
、
ま
ず
は
現
状
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
　
公
共
工
事
で
の
熱
中
症
予

防
の
た
め
、
作
業
時
間
を
早
め
る

等
の
対
策
は
可
能
か
。

　
営
繕
担
当
部
長
　
各
工
事
現
場

の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
作
業

時
間
帯
な
ど
の
協
議
の
申
入
れ
が

あ
っ
た
場
合
、
可
能
な
範
囲
で
柔

軟
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
配
慮
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
ほ
か
の
自

治
体
の
動
向
を
踏
ま
え
、
熱
中
症

対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

い
じ
め
加
害
者
の 

ケ
ア
諦
め
な
い
で

障
が
い
者
紙
お
む 

つ

購

入

補

助

　

松
岡
み
ゆ
き
（
無
所
属
）

　
問
　
英
国
の
製
薬
会
社
が
、
２

種
類
の
薬
で
胎
児
を
排
出
す
る
、

経
口
中
絶
薬
を
厚
労
省
に
承
認
申

請
し
た
が
副
作
用
が
あ
る
と
言
う
。

薬
が
周
知
さ
れ
ず
許
可
さ
れ
た
時
、

女
性
の
心
身
が
心
配
。
こ
ん
な
危

険
な
薬
を
認
め
て
良
い
の
か
。

　
保
健
所
長
　
審
査
は
厚
労
省
が

行
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
見

解
を
述
べ
る
立
場
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
　
胎
児
の
生
き
る
権
利
は
。

　
保
健
所
長
　
胎
児
の
命
を
尊
重

す
る
こ
と
は
大
変
重
要
と
認
識
し

て
お
り
、
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
食
料
自
給
率
を
上
げ
る
た

め
、
若
者
の
農
業
担
い
手
対
策
は
。

　
北
部
・
農
政
担
当
部
長
　
10
年

度
か
ら
独
自
の
研
修
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
市
の
研
修
農

場
に
て
、
２
年
間
に
わ
た
り
農
業

技
術
の
習
得
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
20
代
、
30
代
の
研
修
生
も
増

え
、
若
い
世
代
の
新
規
就
農
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
口
中
絶
薬
の
承 

認
ス
ト
ッ
プ
を
！

　
小
野
り
ゅ
う
じ（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
ペ
ッ
ト
の
取
り
残
し
を
防

ぐ
た
め
の
取
組
の
現
状
は
。

　
保
健
所
長
　
保
健
所
で
は
日
頃

か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な

ど
を
活
用
し
、
飼
い
主
に
対
し
て

適
正
飼
養
、
終
生
飼
養
の
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
問
　
町
田
動
物
愛
護
の
会
が
ペ

ッ
ト
取
り
残
し
を
防
ぐ
た
め
に
作

成
し
た
ペ
ッ
ト
情
報
シ
ー
ト
を
、

保
健
所
に
設
置
す
る
こ
と
は
可
能

か
。

　
保
健
所
長
　
ペ
ッ
ト
情
報
シ
ー

ト
を
保
健
所
に
置
く
こ
と
は
可
能

と
考
え
て
い
ま
す
。
町
田
動
物
愛

護
の
会
の
意
向
を
伺
い
な
が
ら
、

ペ
ッ
ト
情
報
シ
ー
ト
に
関
す
る
ご

要
望
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
ペ
ッ
ト
情
報
シ
ー
ト
を
高

齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
高
齢
者

支
援
セ
ン
タ
ー
に
ペ
ッ
ト
情
報
シ

ー
ト
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ペ
ッ
ト
取
り
残
し 

の
防
止
に
向
け
て

用語の解説 本文中の青文字の解説です
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町
田
市
版
パ
ー
ト 

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

　
熊
沢
あ
や
り
（
諸
派
）

　
問
　
図
書
館
に
お
い
て
行
わ
れ

て
い
る
英
語
多
読
を
小
中
学
校
も

連
携
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
指
導
室
長
　
英
語
多
読
の
実
践

に
つ
い
て
は
、
学
校
図
書
館
担
当

者
の
研
修
会
に
お
い
て
情
報
提
供

す
る
予
定
で
す
。
各
学
校
に
図
書

館
が
所
蔵
す
る
本
を
設
置
す
る
な

ど
、
連
携
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
街
路
樹
の
倒
木
が
相
次
い

で
い
る
が
町
田
市
の
見
解
は
。

　
道
路
部
長
　
老
木
化
に
よ
っ
て

町
田
市
の
自
治
体 

間
連
携
に
つ
い
て

消
防
団
の
改
善 

す
べ
き
諸
問
題

　

佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
町
田
市
の
自
治
体
間
連
携

の
現
在
の
状
況
は
。

　
市
長
　
近
隣
市
と
の
連
携
は
各

部
門
に
て
進
め
て
い
ま
す
が
、
23

年
に
は
相
模
原
市
、
八
王
子
市
と

町
田
市
の
首
長
懇
談
会
を
開
催
す

る
方
向
で
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
相
模
原
市
の
開
発
動
向
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

相
模
原
駅
北
口
の
相
模
総
合
補
給

廠
跡
地
や
橋
本
駅
周
辺
で
進
め
て

い
る
開
発
の
町
田
市
の
認
識
は
。

　

新
井
よ
し
な
お
（
無
所
属
）

　
問
　
本
人
が
知
ら
ぬ
間
に
消
防

団
に
入
団
し
て
い
た
事
例
を
市
は

把
握
し
て
い
る
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
18
年
２
月
に

源
泉
徴
収
票
が
届
い
た
と
。
た
だ
、

入
団
し
た
覚
え
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
元
団
員
の
方
か
ら
申
出
を

い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
問
　
本
人
の
了
承
な
く
署
名
し

た
入
退
団
届
は
私
文
書
偽
造
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
刑
法
の
規
定

に
該
当
す
れ
ば
、
私
文
書
偽
造
に

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
首
都
圏
南

西
部
に
多
く
の
人
を
呼
び
込
む
き

っ
か
け
と
な
り
、
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
小
山
、
相
原
地
区
の
第
２

次
相
模
原
市
新
道
路
整
備
計
画
と

の
連
携
に
つ
い
て
問
う
。

　
道
路
部
長
　
こ
れ
ま
で
の
連
携

は
、
相
模
原
・
町
田
広
域
交
通
計

画
連
絡
調
整
会
議
に
お
い
て
、
情

報
共
有
、
協
議
、
調
整
を
行
っ
て

き
た
こ
と
で
す
。
今
後
も
円
滑
な

事
業
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

当
た
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
消
防
団
の
部
長
か
ら
、
本

人
直
筆
で
は
な
い
退
団
届
が
出
さ

れ
る
と
い
う
話
が
あ
り
、
受
理
し

な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
22
年
３
月
に

来
庁
し
た
際
、
分
団
本
部
か
ら
指

示
が
あ
っ
た
た
め
、
他
者
が
代
筆

し
た
退
団
届
を
分
団
本
部
に
提
出

し
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
退
団
届
は
お
預
か
り

し
て
い
ま
す
が
受
理
し
て
お
ら
ず
、

退
団
手
続
も
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和４年（２０２2年）10月３０日

○　賛成　　×　反対　　－　棄権　　空欄は欠席 まちだ市民クラブ 公明党 自由民主党 選ばれる町田をつくる会 日本共産党 無所属 諸派

議決
月日議案

番号 議　　案　　名 議決
結果

東 

友
美

秋
田
し
づ
か

渡
辺
さ
と
し

小
野
り
ゅ
う
じ

笹
倉
み
ど
り

佐
藤
和
彦

森
本
せ
い
や

戸
塚
正
人（
議
長
）

今
村
る
か

お
ん
じ
ょ
う
由
久

小
野
寺
ま
な
ぶ

村
ま
つ
俊
孝

松
葉
ひ
ろ
み

山
下
て
つ
や

お
く
栄
一

佐
藤
伸
一
郎

加
藤
真
彦

石
川
好
忠

三
遊
亭
ら
ん
丈

藤
田 

学

木
目
田
英
男

渡
辺
厳
太
郎

白
川
哲
也

い
わ
せ
和
子

若
林
章
喜

細
野
龍
子

田
中
美
穂

佐
々
木
智
子

殿
村
健
一

松
岡
み
ゆ
き

新
井
よ
し
な
お

吉
田
つ
と
む

お
ぜ
き
重
太
郎

矢
口
ま
ゆ

熊
沢
あ
や
り

中
川
幸
太
郎

★　市　長　提　出　議　案
第64号 令和４年度（２０２２年度）町田市一般会計補正予算（第

３号）
可　決

（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第65号 令和４年度（２０２２年度）町田市国民健康保険事業会
計補正予算（第１号）

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第66号 令和４年度（２０２２年度）町田市介護保険事業会計補
正予算（第１号）

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第67号 令和４年度（２０２２年度）町田市後期高齢者医療事業
会計補正予算（第１号）

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第68号 令和４年度（２０２２年度）町田市鶴川駅南土地区画整
理事業会計補正予算（第１号）

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第69号 令和４年度（２０２２年度）町田市下水道事業会計補正
予算（第１号）

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第70号 町田市職員の定年等に関する条例の一部を改正する
条例

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第71号 町田市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第72号 町田市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例 可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第73号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整備に関する条例

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第74号 町田市職員の分限に関する条例の一部を改正する条
例

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第75号 町田市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例 可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第76号 町田市病院事業企業職員の給与の種類及び基準に関
する条例の一部を改正する条例

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第77号 町田市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第78号 町田市一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改
正する条例

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第79号 町田市非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部を改正する条例

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第80号 町田市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例 可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第81号 町田市組織条例の一部を改正する条例 可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第82号 町田市高校生等の医療費の助成に関する条例 可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第83号 町田市個人番号及び特定個人情報の利用等に関する
条例の一部を改正する条例

可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第84号 町田市手数料条例の一部を改正する条例 可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第85号 町田市教育環境整備地区建築条例 可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第86号 町田市立公園条例の一部を改正する条例 可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第87号 町田市民病院使用条例の一部を改正する条例 可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第88号 町田市議会議員及び町田市長の選挙における選挙運動
の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 9月30日

第89号 旧忠生第六小学校解体工事請負契約 可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第90号 ペデストリアン１号デッキ上屋補修工事請負契約 可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第91号 市道路線の認定について 可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第92号 南大谷子どもクラブの指定管理者の指定について 可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第93号 町田市大地沢自然交流サイトの指定管理者の指定に
ついて

可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第94号 金森市民住宅外１箇所の指定管理者の指定について 可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第95号 令和４年度（２０２２年度）町田市一般会計補正予算（第
４号）

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第96号 令和４年度（２０２２年度）町田市国民健康保険事業会
計補正予算（第２号）

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第97号 町田市農業委員会委員の任命につき同意方について 同　意
（簡易表決） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第98号 町田市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同
意方について

同　意
（簡易表決） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第99号 町田市行政不服審査会委員の委嘱につき同意方につ
いて

可　決
（簡易表決） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

報告第6号 道路維持作業における物損事故に係る損害賠償額の
専決処分の承認を求めることについて

承　認
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8月29日

報告第7号 令和４年度（２０２２年度）町田市一般会計補正予算（専
決第１号）の専決処分の承認を求めることについて

承　認
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8月29日

認定第1号 令和３年度（２０２１年度）町田市一般会計・特別会計歳
入歳出決算認定について

認　定
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

認定第2号 令和３年度（２０２１年度）町田市下水道事業会計決算
認定について

認　定
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

認定第3号 令和３年度（２０２１年度）町田市病院事業会計決算認
定について

認　定
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

★　委　員　会　提　出　議　案　 
第1号 １８歳までの医療費助成制度の拡充を求める意見書 可　決

（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

★　議　員　提　出　議　案　 
第11号 フリースクール等に通う不登校児童生徒支援調査事

業の調査研究協力者の対象拡充を求める意見書 否　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 9月30日

第12号
産科医療補償制度において医学的合理性に欠ける個別審査により補償対
象外とされた脳性麻痺児に対しても「補償対象基準＝２８週以上」を適用
し、剰余金による救済を執行する新制度設立を求める意見書

否　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 9月30日

第13号 核兵器不拡散条約（NPT）再検討会議の最終文書不採
択に関する意見書 否　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × 9月30日

第14号
原子力発電所再稼働推進、次世代原子力発電開発検
討・原子力発電所運転期間延長検討指示に関する意
見書

否　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × 9月30日

第15号 女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援
を求める意見書

可　決
（全員一致） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9月30日

第16号 緊急事態に関する国会審議を求める意見書 否　決 × ○ × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 9月30日
第17号 旧統一協会問題の全容解明と被害者救済強化を求める意見書 否　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 9月30日
第18号 核兵器禁止条約への参加を求める意見書 否　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × × 9月30日
第19号 性交同意年齢引き上げの刑法改正へ議論を進めるこ

とを求める意見書 否　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 9月30日

第21号 町田市市税条例の一部を改正する条例（都市計画税
率を、令和５年度は０．２４％に軽減） 否　決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 9月30日

第22号 町田市市税条例の一部を改正する条例（都市計画税率
を、令和５年度及び令和６年度は０．２７％に軽減）

可　決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 9月30日

★令和４年（２０２２年）第３回定例会　議案審議結果一覧表� ※戸塚正人議員は議長のため通常の採決には参加できません。



（6）令和４年（２０２2年）1０月３０日 No.226町田市議会だより

● 市民後見人育成事業における成果指標の定義を「累計」登録者数としているが、登
録を取り消す市民後見人が一定数いらっしゃる。評価シートの「その他成果の説
明」欄に、年度末時点における市民後見人の登録者数および受任者数を記載し、
事業の実態をより正確に示すよう努められたい。

● せりがや会館事業の各利用機関への対応にあたり、親の会の活動の場や市の施策と
の関係性等、これまでの経緯を踏まえた協議検討を行い、利用団体の活動に支障
がないよう丁寧な対応に努められたい。

● 今後見守りが必要な方が増加するにあたり、見守りの在り方について、庁内他部門
との連携やテクノロジーの活用等検討されたい。

● 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた生活困窮者に対して、丁寧に聞き取り相
談をしながら、自立に向けた支援につなげられたい。また、ケースワーカーなど
生活援護課の職員体制の強化を図られたい。

● 災害時の緊急医療救護所の医療品確保のためのランニングストック方式による備蓄
においては、期限切れなどによる廃棄処分を無くすとともに、備蓄量に応じた実
在庫を維持する必要があることから、医療機関と連携し、その確認方法や頻度に
おいて検討されたい。

● 健診未受診の方の中にはネグレクト等も考えられるため、健診未受診の方の理由の
確認に努められたい。

● 両親学級については、全ての講座が父親にとっても母親と同じように大切なもので
あり、開催日時や開催場所、開催形態等について見直しを行い、全ての講座で父
親の出席率が母親同等となるよう努められたい。

● 国民健康保険税の滞納者に対する資格証明書は、病気等の命に関わる緊急時には、
速やかに保険証を交付されたい。

● 町トレ参加者とその団体をさらに拡大し、介護対象者の増加防止を図られたい。

【認定第３号】
● 院内保育については、何年も定員に対し利用者が少ない状況が続いていることから、
子育て家庭からの希望の多い、病院利用者の子どもの受入れを実施されたい。

● 紹介状なしで市民病院を受診する際に初診料と別に徴収される「非紹介患者加算料
（選定療養費）」については、地域のかかりつけ医との機能分担を図る目的である
ことを市民に十分周知する工夫を継続して努力されたい。

● 適正な予算執行のために、流用・不用額の原因が発生した場合には早期に補正予算
を組むように努められたい。

● ふるさと納税については、市民税控除額と町田市への寄附額の差額が開かぬよう、
町田市への寄附が進む方策を講じられたい。

● 老朽化する公共施設等の維持保全経費は、優先順位をしっかりと行い、物価や資材
価格の状況を勘案しながら柔軟に対応されたい。

● 2050年ゼロカーボン達成のため、市庁舎を含む公共施設に太陽光発電施設の設置を
進め、公共施設の電力使用量における再生エネルギー比率100％を達成できるよう
取組を進められたい。

● 市の所有する車両については、市場価格を考慮した上で適正価格での売却をするな
ど、売却時期・買い替えのタイミング・リースへの変更等、よりメリットが出る
よう図られたい。

● 市有財産は市民の財産でもある。土地なども売却ありきではなく、庁内で有効活用
できるよう、慎重に検討すべき。

● 時間外労働については、月45時間、年360時間までの原則を守られたい。特に、年
720時間を超える職員が出ないよう徹底されたい。

● 工事請負契約並びに物品購入契約の市内事業者受注率を引き上げられたい。
● 新聞購読者の減少に伴い、広報紙発行の行政費用も減少しているとのことだが、デ
ジタルデバイド対応のためにも、より多くの市民に広報紙が届くように引き続き
努められたい。

● 出前講座等の啓発活動を、より効果を高めるように努力されたい。
● 生鮮宅配ボックスの市内産農産物の利用率等、詳細データの取得に努め、それを公
表されたい。

● 町田ターミナルプラザ事業及びプラザ町田事業について、ここ数年、大幅な赤字事
業となっている。近年の財政状況を鑑み、事業赤字による財政支出を抑えるよう、
抜本的な事業改革に取り組まれたい。

● 原町田大通り滞留空間の整備については、社会実験に対する周辺商業者や地権者の
声を尊重されたい。

● 年間400を超える起業した事業所に対し、起業後の企業支援も続けられたい。
● まちなかシネマの上映映画の選定に当たっては、アンケート等の結果を踏まえ、よ
り多様なニーズに応えられるよう努められたい。

決算審査（健康福祉）
認定すべきもの と決定

決算審査（総務）
認定すべきもの と決定

� など計５２件の意見を附帯決議として付しました。� など計４８件の意見を附帯決議として付しました。

歳入合計
約2,050億円

歳入合計額
205,081,961,486円

令和３年度　歳入決算額の内訳（一般会計）

その他
22,870,907,954円（11.2%）
その他
22,870,907,954円（11.2%）

繰入金
5,740,285,412円（2.8%）
繰入金
5,740,285,412円（2.8%）

市債
16,535,050,000円
（8.1%）

市債
16,535,050,000円
（8.1%）

地方消費税交付金
9,826,173,000円（4.8%）
地方消費税交付金
9,826,173,000円（4.8%）

都支出金
24,381,031,483円
（11.9%）

都支出金
24,381,031,483円
（11.9%）

国庫支出金
56,942,313,816円
（27.8%）

国庫支出金
56,942,313,816円
（27.8%）

市税
68,786,199,821円（33.5%）
市税
68,786,199,821円（33.5%）

歳出合計
約1,958億円

歳出合計額
195,896,136,411円

令和３年度　歳出決算額の内訳（一般会計）

総務費
21,335,384,622円（10.9%）
総務費
21,335,384,622円（10.9%）

民生費
91,697,573,718円
（46.8%）

民生費
91,697,573,718円
（46.8%）

その他
2,989,206,221円（1.5%）
その他
2,989,206,221円（1.5%）

衛生費
31,473,528,879円
（16.1%）

衛生費
31,473,528,879円
（16.1%）

土木費
13,590,586,914円
（6.9%）

土木費
13,590,586,914円
（6.9%）

公債費
10,574,960,452円（5.4%）
公債費
10,574,960,452円（5.4%）

消防費
4,784,827,396円（2.4%）
消防費
4,784,827,396円（2.4%）

教育費
19,450,068,209円
（9.9%）

教育費
19,450,068,209円
（9.9%）

議会費 617,672,087円
労働費 31,860,377円
農林費 325,165,722円
商工費 2,014,508,035円
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９月９日・１２日・１６日
に議案１６件、認定１件
の審査を行いました。

９月９日・１２日・１６日・３０
日に議案７件、認定２件
の審査を行いました。 総　務健康福祉

審査から 令和３年度 一般会計・特別会計決算、
令和３年度 下水道事業会計・病院事業会計決算を審査

　本定例会では、決算についても各常任委員会で審査しました。各常任委員会では活発に質疑が行われ、決算審査の結
果「認定すべきもの」と決し、多数の意見が付されました。
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て



（7） 令和４年（２０２2年）1０月３０日No.226 町田市議会だより

第17期町田市
議会改革調査
特別委員会を開催

　９月26日、１０月２１日
に開催され、以下の付
議事件について審査が
行われました。
付議事件
①�議員の調査活動等に
関する事項

②�議会の権能・機能強
化に関する事項

③�議会の情報提供に関
する事項

� の調査・検討

　東京都は令和５年度から、子どもの医療費助成制度を１８歳まで広げることを決めた。東京都の提案は、所得制限と窓口負担２００
円を設け、３年間は東京都が全額負担し、それ以降は市区町村が２分の１を負担するというものである。このことについて特別区
長会は、区が自主財源を上乗せして「所得制限なし、自己負担なし」で来年度から実施することを発表した。一方で財政力が弱い
多摩・島しょの市町村は、２３区と同様の上乗せを行うことは困難であり、このままでは多摩格差が一層大きくなる。
　現在、義務教育就学児医療費助成でも、２３区は完全無料化が実現しているが、多摩２６市では１１市が全ての年齢で所得制限、６市
が一部の年齢で所得制限があり、２３市が通院時の一部負担を設けている。コロナ感染症収束は見通しが立たず、物価高騰が子育て
世帯を直撃している。お金の心配なく子育てするためにも、子どもの医療費負担軽減が重要で、どの自治体も助成制度の拡充に努
力している。東京都のどこに住んでいても、市区町村の財政力にかかわらず、子どもが安心して医療が受けられるようにすべきで
ある。よって町田市議会は、東京都に対し、以下のことを実施し、１８歳までの医療費助成制度の拡充を求めるものである。

記
１　高校生等医療費助成事業における財源負担の見直し

　令和５年度から実施予定である高校生等医療費助成事業について、令和８年度以降は市に財政負担が生じる仕組みとなって
いる。子どもの成長にあわせた切れ目のない子育て支援を継続的に実施していくために、都が責任を持って恒久的に財源を負
担するよう見直されたい。

２　子どもの医療費助成における所得制限や一部負担金の撤廃
　義務教育就学児医療費助成事業について、市区町村の財政状況により所得制限や自己負担の取り扱いに格差が生じており、
広域自治体である都が積極的に格差を是正すべきである。高校生等医療費助成事業も含めて所得制限や一部負担金を撤廃する
など、子育て支援施策として医療費助成制度を再構築されたい。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
東京都知事ほか１件宛て

委員会提出議案委員会提出議案　【文教社会常任委員会】 １８歳までの医療費助成制度の拡充を求める意見書　９月３０日　全員一致で可決

● 町田市バイオエネルギーセンターが稼働したことにより成果指標の見直しをされた
い。

● 多摩地域26市において、町田市の資源化率は24位なので、新たな資源化施設の整備
前に、取り組むべきことを検討されたい。

● 豪雨災害を防ぐために、土砂や草木などの除去を行うなど調整池及び水路の管理・
点検に一層取り組まれたい。

● 新設の道路整備や運行車両の増加により、カーブミラーの要望が増えている。歩行
者の安全も配慮しながら、現場に即したサイズの対応で必要な場所への設置を推
進されたい。

● 狭あい道路拡幅事業については、整備待ちが多くある。市民要望に応えられるよう
進められたい。

● 生活道路の整備については、早期整備を望む声がある。市民要望に応えられるよう
進められたい。

● 地域公共交通の導入については、地域に存在する民間等の移動支援を活用した新た
な地域交通のあり方を推進されたい。

● 市民のニーズをさらに把握しながら、市民バスの事業継続に努められたい。
● 地域コミュニティバスの運行内容の見直しについては、利用者の利便性が低下する
ことがないようバス事業者・各地域協議会と協議のうえ、丁寧に対応されたい。

● 路線バスのバス停における上屋やベンチ等の設置についてはバス事業者と連携して、
市民からの設置要望に丁寧に対応されたい。

● 公園や緑地等の維持管理に協力してもらっている公益的活動団体（ボランティア）
が活動しやすい環境づくりをさらに推進されたい。

● 公園の整備に当たっては、各団体の声を聞いて、整備を着実にして、インクルーシ
ブ遊具の導入を強化されたい。

● 鶴間公園テニスコートの防音壁については、騒音を防ぐために必要な施設を早急に
整備されたい。

● 管理不全空家については、民法の改正を視野に入れ、行政としても改善に向け適切
な管理に取り組まれたい。

【認定第２号】
● 管渠費、処理場費について、老朽化した施設の更新は後年度の負担をできるだけ増
やさないよう、黒字分の費用を活用しながら前倒しで進められたい。

決算審査（建設）
認定すべきものと決定

● ＬＧＢＴ相談窓口の拡充、さらに男性悩みごと相談窓口の設置について検討された
い。

● マイナンバーカードの普及は、出前申請など積極的な申請支援やマイナンバーカー
ド取得のメリットの周知に取り組むなど、目標を上回ったことは大いに評価する。
一方で、マイナンバーカードセンターにおいては、普及率を見ながら、センター
の効率的な運用に努められたい。

● ショートステイ、トワイライトステイ事業については、その利用ニーズが多様化し
ている。一層の周知に努め、利用の利便性を含め、さらなる拡充に努められたい。
また、見守りなどの役割もより周知、認識されたい。

● 子ども食堂は、食事提供のみならず、子どもと地域の交流の場であり、子ども施策
において重要な役割を担っていることを踏まえ、運営支援策の拡充を図られたい。

● ユニセフＣＦＣＩ（子どもにやさしいまちづくり事業）についての周知をより積極
的に行われたい。

● 病児病後児保育の広域連携については、自治体間での制度の違いなどの課題解決に
努め、連携先自治体を増やされたい。

● 医療的ケア児が保育園、学校で安心して学べる環境づくりにさらに取り組まれたい。
● 子ども発達センターと教育センターの複合化の計画検討の段階から、利用者の声を
よく聞き、反映されたい。

● 様々な報道がある中、消防団運営費については、事務局が定期的に監査を実施する
など、第三者から見て使途に疑義を持たれないよう努力されたい。

● 町内会自治会、自主消防隊とともに、防火防災の啓発に重要な役割を担う町田消防
少年団活動に対し啓発・支援を充実されたい。

● 中学校給食が、生徒にとって頼みやすくなるように、給食を取りに行く際の負担軽
減など、改善に努められたい。

● Chromebook の持ち帰りについては、荷物の軽量化の観点から、特に小学校低学
年の運用方法について、よく検討されたい。

● （仮称）国際工芸美術館整備計画は、一体化工事部分も含め、継続して広く市民に
説明する機会を設けられたい。

● （仮称）国際工芸美術館整備計画の進め方について、今後同様の施設整備の計画時
は、計画当初から市民の声をしっかりと聞く機会を設けて計画を策定されたい。

● 国際版画美術館においては、ＳＮＳ発信、ＷＥＢコンテンツの充実等インターネッ
トの活用により来館者の増加に努められたい。

決算審査（文教社会）
認定すべきものと決定

� など計１０２件の意見を附帯決議として付しました。� など計４６件の意見を附帯決議として付しました。

　
委
員　
燃
料
費
が
高
騰
し
て
い

る
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、

何
で
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
と
か
運
送

事
業
者
が
入
っ
て
い
な
い
の
か
、

選
ば
な
か
っ
た
理
由
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
交
通
事
業
推
進
課
長　
あ
く
ま

で
も
市
民
の
足
で
あ
る
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
が
、
今
後
の
コ
ロ
ナ
の
状

況
が
ど
う
な
っ
て
い
く
か
分
か
ら

な
い
中
で
、
そ
こ
の
事
業
者
を
支

え
て
い
こ
う
と
考
え
、
今
回
の
支

援
先
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
委
員　
予
算
が
３
０
５
７
万
円

ほ
ど
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
見
込

み
台
数
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
。

　
交
通
事
業
推
進
課
長　
あ
く
ま

で
も
想
定
に
な
り
ま
す
が
、
乗
合

バ
ス
の
市
内
営
業
所
保
有
で
１
７

５
台
、
市
外
営
業
所
保
有
で
約
２

０
０
台
、
貸
切
り
バ
ス
で
２
５
０

台
、
法
人
タ
ク
シ
ー
は
４
１
０
台
、

個
人
タ
ク
シ
ー
で
１
２
５
台
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

　
委
員　
大
地
沢
号
、
大
き
な
バ

ス
の
利
用
の
有
無
と
か
、
新
た
な

送
迎
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
の

方
が
大
地
沢
号
を
ど
の
よ
う
に
扱

う
と
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
あ

と
は
送
迎
の
変
更
は
、
ど
う
い
っ

た
変
更
に
な
る
の
か
。

　
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長

　
大
地
沢
号
に
限
ら
ず
、
送
迎
を

続
け
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
は
確

認
し
て
い
ま
す
。
事
前
申
込
制
に

な
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
相
原
駅

西
口
か
ら
の
送
迎
バ
ス
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
学
校
と
か
ま
で
で
は

な
く
て
、
駅
ま
で
の
送
迎
と
い
う

の
も
考
え
て
い
る
と
い
う
話
は
聞

い
て
い
ま
す
。

　
委
員　
保
育
園
と
か
に
迎
え
に

行
っ
て
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、

そ
の
点
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長

　

保
育
園
、
幼
稚
園
ま
で
迎
え
に

行
く
と
い
う
と
こ
ろ
は
継
続
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
委
員　
国
が
あ
る
程
度
こ
う
い

う
こ
と
に
支
援
し
な
さ
い
と
い
う

メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
れ
の
中

か
ら
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
を
選
ん
だ

と
い
う
考
え
方
で
よ
ろ
し
い
か
。

　
交
通
事
業
推
進
課
長　
そ
の
と

お
り
で
す
。

　
委
員　
市
内
に
営
業
所
が
あ
る

と
４
万
５
０
０
０
円
と
か
、
貸
切

り
バ
ス
だ
と
３
万
円
、
こ
の
金
額

に
つ
い
て
も
国
か
ら
示
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
の
と
お
り
で
金
額
を
助
成

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
交
通
事
業
推
進
課
長　
支
援
単

価
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業

者
の
ほ
う
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
町
田
市
で
決
定
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
委
員　
指
定
管
理
者
の
公
募
に

際
し
て
、
説
明
会
に
参
加
し
た
団

体
と
実
際
に
応
募
し
た
団
体
の
数

を
伺
い
た
い
。

　
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長

　
17
の
事
業
者
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
応
募
は
、
３
つ
の
団

体
か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
委
員　
興
味
の
あ
る
団
体
は
多

か
っ
た
が
、
実
際
に
は
３
団
体
だ

っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
何
か
見

解
は
あ
る
か
。

　
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長

　
谷
間
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

広
い
土
地
が
も
っ
と
あ
る
か
と
思

っ
て
い
た
ら
な
か
っ
た
と
い
う
よ

う
な
、
現
場
に
行
っ
て
初
め
て
気

が
つ
い
た
と
い
う
こ
と
を
幾
つ
か

の
事
業
者
か
ら
お
話
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

９月１３日・２１日に議案
８件、認定２件の審査
を行いました。

９月１３日・１４日・１５日・
２１日に議案５件、認定１
件の審査を行いました。文教社会建　設

町
田
市
大
地
沢
自
然
交
流
サ

イ
ト
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

令
和
４
年
度
（
２
０
２
２
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

～
交
通
事
業
者
燃
料
価
格
高

騰
対
策
支
援
事
業
～

委員会の付託された議案等を審査
　市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願、所管事務調査による行政報告等、
各所管事項について詳細にわたり審査を行っています。その中から、各委員会の主な審査状況をお知らせします。
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◎
９
月
定
例
会
の
日
程

傍聴者数：６６名

月

日

内
　
　
容

８
２９
㊊
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

３０
㊋
議
案
説
明
会

９
１
㊍

本
会
議

８

２
㊎

８

５
㊊

６

６
㊋

８

７
㊌

１３

８
㊍
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

１

９
㊎
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

５

１２
㊊

２

１３
㊋
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

３

１４
㊌
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
）

１

１５
㊍
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
）

１

１６
㊎
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

２１
㊌
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

４

２６
㊊
第
１７
期
町
田
市
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員

会

４

３０
㊎
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
健
康
福
祉
）

２

　目の不自由な方のために、点字と声（カセットテープ版、

デイジー版）の「町田市議会だより」を発行しています。

ご希望の方は、議会事務

局調査法制係（☎０４２－

７２４－４０４９）までお申し込

みください。

アカウント
町田市議会
（町田市公式）
＠machida_gikai

Twitterで
発信しています!

～常任委員会の活動状況～

　

町
田
市
市
税
条
例
の
附
則
を
改

め
、
都
市
計
画
税
の
基
準
税
率
で

あ
る
１
０
０
分
の
０
．
３
を
、
１

０
０
分
の
０
．
０‌

３
削
減
し
、
納

税
者
の
税
負
担
の
軽
減
を
図
る
も

の
で
す
。

　

９
月
３０
日
の
本
会
議
で
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

第
７０
号　
町
田
市
職
員
の
定

年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、

関
係
す
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

第
８３
号　
町
田
市
個
人
番
号

及
び
特
定
個
人
情
報
の
利
用

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

高
校
生
等
の
医
療
費
の
助
成
、

心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
及

び
心
身
障
害
者
の
福
祉
手
当
の
支

給
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
個

人
番
号
を
利
用
し
、
必
要
な
情
報

を
取
得
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

第
８７
号　
町
田
市
民
病
院
使

用
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

厚
生
労
働
省
告
示
の
改
正
に
伴

い
、
町
田
市
民
病
院
の
使
用
料
を

改
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

第
９０
号　
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

１
号
デ
ッ
キ
上
屋
補
修
工
事

請
負
契
約

　

２
０
１
９
年
度
に
策
定
し
た
町

田
市
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
長

寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
１
号
デ
ッ
キ
の
上

屋
補
修
を
行
う
工
事
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
す
。

第
９２
号　
南
大
谷
子
ど
も
ク

ラ
ブ
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

　

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ
を
管
理

す
る
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も

の
で
す
。

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を

強
力
に
推
進
す
る
た
め
の
支

援
を
求
め
る
意
見
書

議
員
提
出
議
案

意
見
書

意
見
書��（
要
旨
）

（
要
旨
）

本
定
例
会
で
は
意
見
書
１
件
を
可

決
し
、
議
長
名
で
関
係
行
政
庁
へ

提
出
し
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

会
派
に
対
し
政
務
活
動
費
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
度
、
そ
の

収
支
に
つ
い
て
、
領
収
書
等
の
必

要
書
類
を
添
え
て
議
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
度
の
会
派
別
収
支

は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

会
派
ご
と
の
収
支
報
告
書
及
び

領
収
書
等
に
つ
い
て
は
、
市
庁
舎

３
階
の
議
会
図
書
室
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
３
年
度
政
務

令
和
３
年
度
政
務

活
動
費
の
収
支
報

活
動
費
の
収
支
報

告
に
つ
い
て

告
に
つ
い
て

令和3年度政務活動費会派別収支報告一覧表

第
８５
号　
町
田
市
教
育
環
境

整
備
地
区
建
築
条
例

　

議
員　
教
育
環
境
整
備
地
区
と

は
何
か
。
地
域
と
の
関
係
は
ど
う

か
。

　

都
市
整
備
担
当
部
長　
都
市
計

画
法
に
基
づ
き
、
用
途
地
域
を
補

完
し
て
定
め
る
特
別
用
途
地
区
の

種
類
の
一
つ
で
、
町
田
市
が
独
自

に
定
め
る
も
の
で
す
。
地
区
を
指

定
し
、
地
区
内
で
の
建
築
制
限
の

強
化
及
び
緩
和
な
ど
を
行
う
本
条

例
を
定
め
る
こ
と
で
、
町
田
市
都

市
づ
く
り
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や

町
田
市
新
た
な
学
校
づ
く
り
推
進

計
画
な
ど
の
上
位
計
画
で
位
置
づ

け
ら
れ
た
学
校
施
設
の
多
機
能
化

や
、
他
の
公
共
施
設
と
の
複
合
化

な
ど
を
検
討
す
る
上
で
、
多
様
な

選
択
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
地
域

と
の
関
係
は
、
中
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
予
定
地
と
な
っ
て
い

る
旧
忠
生
第
六
小
学
校
と
東
光
寺

公
園
に
つ
い
て
は
、
２２
年
７
月
に

山
崎
団
地
自
治
会
と
南
成
瀬
東
町

内
会
の
役
員
の
方
々
へ
、
都
市
計

画
案
の
内
容
と
併
せ
て
、
本
条
例

で
制
限
す
る
内
容
を
ご
説
明
し
て

お
り
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

議
員　
今
後
、
新
た
な
学
校
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
、
こ
の
条
例

を
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

　

都
市
整
備
担
当
部
長　
新
た
な

学
校
づ
く
り
を
検
討
す
る
上
で
多

様
な
選
択
が
可
能
と
な
る
も
の
と

捉
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
検
討
に

お
い
て
、
統
合
す
る
学
校
や
跡
地

に
計
画
す
る
建
築
物
の
用
途
が
都

市
計
画
法
上
の
用
途
地
域
に
適
合

し
な
い
場
合
な
ど
に
は
、
必
要
に

応
じ
て
、
都
市
計
画
決
定
と
併
せ

て
本
条
例
を
拡
充
し
て
適
用
す
る

こ
と
も
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
８７
号　
町
田
市
民
病
院
使

用
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

議
員　
条
例
改
正
を
行
う
理
由
、

目
的
は
何
か
。
条
例
改
正
に
よ
る

影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　

市
民
病
院
事
務
部
長　
厚
生
労

働
省
の
告
示
に
お
い
て
、
一
般
病

床
数
２
０
０
床
以
上
の
地
域
医
療

支
援
病
院
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
要
件
に
適
合
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
紹
介
状
を
持
た
ず

に
直
接
来
院
し
た
初
診
患
者
等
に

対
す
る
非
紹
介
患
者
加
算
料
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。
本
加
算
料
は
、

国
が
病
院
と
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

診
療
所
、
い
わ
ゆ
る
か
か
り
つ
け

と
の
機
能
分
担
を
図
る
目
的
で
定

め
た
も
の
で
す
。
条
例
改
正
に
よ

る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
に
つ
い
て
で
す
が
、
医
療
機

関
の
機
能
分
担
が
よ
り
推
進
し
、

医
療
連
携
が
活
発
に
な
る
こ
と
を

予
測
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
紹
介

状
を
持
参
せ
ず
に
来
院
す
る
患
者

数
が
減
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す

の
で
、
外
来
の
待
ち
時
間
が
短
縮

さ
れ
、
救
急
、
手
術
、
入
院
患
者

へ
の
対
応
が
強
化
さ
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

議
員　
周
知
の
方
法
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
、
ど
こ
で
行
う
の
か
。

　

市
民
病
院
事
務
部
長　
現
在
、

院
内
の
医
師
、
看
護
師
、
受
付
委

託
業
者
等
に
は
、
説
明
会
を
設
け

周
知
徹
底
し
て
お
り
、
市
民
の
方

向
け
に
は
、
院
内
掲
示
と
か
院
内

放
送
等
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
つ
い
て
は
、
れ
ん
け
い
通
信

を
発
行
し
、
そ
れ
を
通
じ
、
お
知

ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

本
会
議
の
　

本
会
議
の
　

　
質
疑
か
ら

　
質
疑
か
ら

条
例
・
そ
の
他

条
例
・
そ
の
他

　

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
は
、

女
性
の
経
済
的
自
立
、
ま
た
女
性

人
材
の
成
長
産
業
へ
の
円
滑
な
移

動
支
援
を
図
る
観
点
か
ら
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
政
府
が
策
定
し
た

「
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
プ
ラ

ン
」
の
着
実
な
遂
行
と
実
現
は
、

我
が
国
の
国
際
競
争
力
を
高
め
、

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
う
え
で
不

可
欠
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

む
こ
と
で
、
大
都
市
一
極
集
中
に

よ
る
人
口
の
過
度
の
偏
在
の
緩
和

や
、
感
染
症
等
の
リ
ス
ク
の
低
減

も
図
れ
る
と
し
て
、
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
政
府
に
お

い
て
は
、
地
方
に
お
け
る
女
性
デ

ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
強
力
に
推
進

す
る
た
め
、
必
要
な
支
援
の
実
施

や
予
算
の
拡
充
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
７
件
宛
て

可
決
し
た
主
な

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

● ● ● 委員会の行政視察 ● ● ●
　各委員会は、情報を収集し、専門的知識を深め、優れた施策を市政に反映させるため、先進地等を視察して、特定事件について
調査をします。２つの常任委員会が次のとおり視察に行きました。

年度
委員会

令和４年(２０２２年)
日程 視察先 視察項目 視察内容

健康福祉
１０月３日 

～  
１０月４日

加古川市（兵庫県） 加古川市がん患者医療用補装具購
入費助成事業について

事業の概要や実績、関係機関との連携について
調査しました。

長久手市（愛知県） 買い物リハビリについて 事業の概要や実績などについて調査しました。

建設
１０月１７日 

～  
１０月１９日

宮崎市（宮崎県） エコクリーンプラザみやざきにつ
いて

エコクリーンプラザみやざきの概要、環境学習
施設の活用状況などについて調査しました。

鹿児島市（鹿児島県）加治屋まちの杜公園Ｐａｒｋ－ＰＦＩ事業
について

事業の概要や背景、来園者、地域住民の評価や
反応などついて調査しました。

北九州市（福岡県） ２０２５年度公共施設の再エネ１００％電
力化について

取組を開始した経緯と今後の課題などについ
て調査しました。

　町田市議会では、常任委員会の活動として、市内の各種団体の皆さんと懇談会を開催し、市民と議会の意見を交換する場とし
ています。懇談会で出された意見については、議会活動に反映させていただきます。9月に開催した懇談会は次のとおりです。

日付 団体名 内容 対応した常任委員会

9月27日 特定非営利活動法人東京養育家庭の会みどり
支部町田 ○養育家庭について意見交換 文教社会

（単位：円）

会派名 自由民主党 公明党 まちだ市民
クラブ 日本共産党 保守の会 諸派

（新井よしなお）
諸派

（友井和彦）
諸派

（藤田学）
諸派

（矢口まゆ）
諸派

（熊沢あやり）
所属議員数※１

（令和４年３月８日時点） ９人 ６人 ６人 ４人 ４人 １人 １人 １人 １人 １人

交付月数

令和３年５月１日付けで１
人会派加入、令和３年６
月１日付けで２人辞職、
令和３年１１月２２日付けで
１人会派脱退のため、８
人は１２ヶ月分、１人は加
入後の１１ヶ月分、２人は
辞職までの２ヶ月分、１
人は脱退までの８か月分

１２ ヶ月分 １２ ヶ月分 １２ ヶ月分

令和３年５月
３１日付けで
１人辞職の
ため、４人は
１２ヶ月分、
１人は辞職
までの２ヶ
月分

１２ ヶ月分 １２ ヶ月分

令和３年４
月３０日付
けで会派
解散のた
め、解散
ま で の １
ヶ月分

１２ ヶ月分

令 和３ 年 
１１月２２日
付けで会
派結成の
ため、結
成 後の ４
ヶ月分

収入額（交付額）※２ ７，１４０，０００ ４，３２０，０００ ４，３２０，０００ ２，８８０，０００ ３，０００，０００ ７２０，０００ ７２０，０００ ６０，０００ ７２０，０００ ２４０，０００

実
支
出
額

人件費 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
調査活動費 ２３２，６９０ ３２９，３２４ ２９７，４８７ ０ ２６２，１９７ ６３，０１４ １８３，６９０ ２，１３６ ０ ０
研修・研究
・会議費 １０，６５０ ５，４９９ １１４，６２８ ０ ２７，０００ ５，０００ ０ ０ ０ ０
資料作成費 ４６０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
資料購入費 ８１９，６８１ ５３５，２０２ ２９９，０２７ １１１，０２４ １１７，３２５ １９９，９０９ １０５，６９１ ４，０１２ １３，７３０ ０
広報費 ３，６７１，２７７ ２０３，０１４ ３，３８３，６６６ １，１２１，６４８ ２，７０８，１８２ １９７，５８３ １２０，０００ ０ ０ ０

通信運搬費 ４１３，７８７ ４４９，７８９ ３８３，７９０ ０ １９６，２２３ １９５，４００ １２４，３３３ ０ ０ ０
事務費 ６２８，６６７ ２２６，２４９ ４５７，２６７ ３９７，６５５ ９３，２４５ １０１，５０７ ３４５，１５５ １２３，１００ ０ ０
合計 ５，７７７，２１２ １，７４９，０７７ ４，９３５，８６５ １，６３０，３２７ ３，４０４，１７２ ７６２，４１３ ８７８，８６９ １２９，２４８ １３，７３０ ０

残余金（返還額） １，３６２，７８８ ２，５７０，９２３ ０ １，２４９，６７３ ０ ０ ０ ０ ７０６，２７０ ２４０，０００
※：町田市議会議員選挙により、令和４年３月８日までが任期となっています。
※１：年度中に解散した会派については、解散日時点の人数です。※２：収入額（交付額）は、各月１日（基準日）における会派の所属議員数に、月額
６万円を乗じて得た金額の月数分です。

議
員
提
出
議
案
第
２２
号

町
田
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
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